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概要　過去 に 経験 した妊娠 ・分娩 が 後 の 更年期障害 の 発症 に 関与す るか 否 か を解明す る目的 で，出産経

験 をもつ 更年期女性 を対象に 聞き取 り調査 を行 っ た ．高い 簡略更年期指数 を 示 し た 更年期障害群 に お い

て ， 高率に認め られ た項 日間の 関連性を ， 主成分分析に よ り統計学的検索を加 え た．そ の 結果 ， 調査項

目の総合指標 と し て挙げ ら れ た ， 妊娠 ・分娩時 の異常 ， 内分泌因子 （月経歴 ， 妊娠・分娩歴な ど）， 性格・

心 理的因子 （医療従事者 に対す る 印象，授乳 ・育児 の や りが い な ど〉 は ， 更年期障害発症 に 有意な影響

を及ぼす こ とが示された．つ ま り三 つ の 因子 の 主成 分 ス コ アは，簡略更年期指数 との 問 に有意な相関関

係 を示 し た （p く 0．001〜O．05）．一・方，今同の 対象で は，社会的環境因子 と更年期障害の 発症 に は 明 らか

な関連性は認め ら れ なか っ た．

Synopsis　This　study 　was 　undertaken 　to　investigate　the　inHuence　of 　past 　pregnancy 　and 　delivery　on

the　perimenopausal　status 　in　144　women （48　52　years　of　age ）．　Individual　intenriews　to　ascertain 　the

personal　profile，　medical 　history，　events 　at　pregnancy ，delivery　and 　puerperium ，　and 　the　kind　and

severity 　of　climacteric 　symptolns 　were 　held．　The 　subiects 　were 　divided　illto　two　groups 　by　means

of　a 　simplified 　menopausal 　index （SMI ）：group 　A 　had　climacterlc 　symptonls （SMI ＞ 50）and 　those 　in

group 　B 　had　mild 　symptoms （SMI ≦ 5｛｝）．

　The 〜malysjs 　of 　the　prirlcipal　components
，
　and 　the　correlation 　amQng 　the　variables 　revealed 　that

three　factors− the　impression　alld　events 　at　past　pregnancies　and 　deliveries，　reproductive 　functions
，

and 　the　psycho −character 　properties
− had 　a　significant 　influence　on 　the　status 　at 　the　perimenopause ，

but　the　social −environrnental 　factors　apPcarcd 　to　have　Ilo　signi 丘cant 　influence　on 　the　severity 　of

climacteric 　symptoms ．

Key　words ： Climacteric　symptoms ・Pregnancy　and 　delivery・Reproductive　functions・

　　　　　　 Psycho−character 　properties
・Social．envirenmenta ］factors

　　　　　　　　　緒　 　言

　女性で 最 も早期 に現れ る老化の 表徴 は生殖内分

泌機能 の 衰退 で あ り， 卵巣か ら の エ ス トロ ゲ ン 分

泌の 低下が更年期障害発症 の 引 き金 に なる の は い

う まで もな い ．女性の性成熟期 に経験す る妊娠 ・

分娩 ・授乳 な ど の 経緯や こ れ らを取 り巻 く環境因

子が ， そ の 後の 卵巣機能の 衰退に 影響 する可能性

は少な くな い ．また妊娠 ・分娩 ・授乳 ・育児 へ の

不安や ，そ こ か ら発生 す る ス ト レ ス が も た ら す 心

理的影 響が ， 後に更年期障害の 発症 に 関与す る と

考え られ る．更年期障害の 背景 と して ， 夫婦の 関

係 ， 子供 の 有無や子 供 との つ なが り
1）

， 就業の 有無
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？凵 妊 娠 ・分 娩 と更 年期 障害 日 産 妬露志48巻 1 号

や職種 と社会階層
21

， 仕事．ヒで の ス トレ ズ
1
な どが

取 り ヒげられ て い るが ， 妊 娠 ・分 娩 と こ れ に 関連

す る事項 が そ の 後の 更年期障害の 発症 に 及 ぼす影

響 に つ い て の検 討は み ら れ な い ．本研 究 は妊娠 ・

分娩を経験 した更年期女 性 を対象に ， 更年期障害

の 発症や病態 に 妊 娠 ・分娩で の 経験 が ど の よ う に

関連 し て い る か に つ い て
， 多面的 な分析を行 っ た

もの で ある，

　　　　　　　　　研究方法

　本研 究 で 実施 した ア ン ケ
ー

ト調 査 は ， 東 京大

学 ・ 東京医科歯科大学産婦人 科更年期 外来受 診 者，

東京都管工 業組 合診療所ガ ン 検診受診者，東京都

教職員 互助 会三 楽病 院 人 間 ドッ ク受 診者 の 中か

ら
， 年齢が 48〜52歳で 出産 歴 の あ る計 144名を対象

とし て選 び，平成 5 年 7 月 1 日か ら同年 8 月3ユrl

まで の 2 カ月間に 行 っ た．解析対 象144症例の
’
十
乙均

年齢5｛1．4土 1．5歳 （Mean 士 SD ）， 閉経後 65例 ， 末

閉経 79例 ， 平均妊娠回数 3．2± 1．2回 ， 平均出産回

数2．2＋ 〔L7 回で あ っ た．施 設 の 内訳は東京医科歯

科大学27例 （18，8％）， 東京大学 i5例 （10．4％），

東京都管工 業組合診療所 84例 （58．3％〉，
三 楽病院

18例 （12 ．5％） で あ っ た。調査プ∫法は ， 本研究 の

趣 旨に つ い て の 説明 を行 っ て 同意 を得た 後，東京

医科 歯科大学医学部保健衛生学科お よび東亰大学
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nienopaLisal 　index： SMI ）
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言周査表　（表 1）　と
，

独自 に 作成し た 妊 娠 ・分 娩 に つ い て の ア ン ケ ー
ト

調査 表 （表 2−1〜24 ＞か ら な る．

　 1．簡略更年期指数 （SMI ）（表 1）

　 SMI は ， 虹年期 に発症す る 1｛要症状 を客観的 に

把握す る た め の ス コ ア で ， 口本女性 の 特殊性 を考

慮 し，か つ 外来 の 診療 に 応用 で きるよ う可能な限

り簡略化 し た もの で ある
4J 「’）
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ス コ ア は 100点 とな る．

　2．妊娠 ・分娩 に つ い て の ア ン ケ
ー

ト調査表 俵
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　身体的既往お よ び現症 に 関す る ユ3項 目 ， 社会環

境に つ い て の 6項 目 ， 嗜好 ・文化 に 関す る 11項 凵 ，
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表 2−2 妊 娠 ・分 娩 に つ い て の ア ン ケート調 査 表 〔その

　 2）

　 1−2 職 業 に つい て 　 〔図示 1

〔

雙掩）

〔年齢〕 ＿＿＿L − 一一一一一L − ＿ 一⊥＿＿＿＿＿
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 so　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 柵　 　 　 　 　 20

〔｛±事 の

有無〕

［藍三三ヨ
ti喫煙 の 有無 （101 ユOI．1印代 を別 ［々こ 1ロ1答〉｝

　   吸った 〔　 本／ 日｝　 〔　 働 　　 　　  吸わ な か o た

ヨ．飲 酒 の 有無 〔！o．30、ao代 を別 に々 回答 ♪ ，

　   ほ とん ど毎 日飲 ん だ 〔そ の 年数 ［お よ 刊 　 　 　 平 ｝　 　   時 々 飲 んだ

　 Q）め った に 飲ま titか った 　 　　  飲 め な か っ た

11｝食事 の嗜 好 〔† に 脇代）

　 ［O−［．　 U
．
い もの 　　 　　 　　 　　 　　 10−1．〜10−5．の それ ぞれ に っい て 回 答

　 TO−Z　 塩 辛 い もの 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  好 きだ った

　 ［03 　 酸 つ ぱ い もの 　　　　　　　　　　　   嫌 い だった

　 LO−1．刺 激 の 強 い もの 　　 　 　　 　　 　　  ど ら ら とも いえな い

　 【O−i、　 油 っこい も の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ．わからな い 〕　 ］O−E．第 1 子出座 後の嗜好 の 変 化 〔  あ っ た 　   な か っ た

11 牛乳 〔脱脂 粉 乳 も含む）　〔田．20、so、川 弋を 別 々 に回 答〉｝

　   毎 日必 ず 飲ん だ 　　 　 　   ときどき飲ん だ

　   ほ とん ど飲 よなか った　　  飲めなか った

IZ．自分 の た め に使 え る時 間 （学生 時代 、1］．30．1．）代を別 々 に 回答〕

　   か な りあ った 　　　  あった 　　　   な か った 　　　  わか らな い （
．
｛
．／on〕

1］．ス ボ
ー・

ツ 〔学生時代 、呈0、30．佃 代 を 別 々 に 回 答 〕

　 Cl）租di的に して い た　   して い た 　   しなか った 　   不 明

匠i垂ヨ
：ら．91．帰 り分娩 に つ い て 〔第 1〜5 ≠ を別 々 に回答）

　   里帰 り分娩 だった　 　   里 帰 りは しなか
・）た 　　   ．不 明

li．出 産前後 の 家族構成 〔里
．1吊り分娩 を除 く）　 （第 1〜5 子 ）

　   自分 の 家族 と同居　　　  夫の 家族 と同 居 　　　  核家旌　　　  不明

往 や嗜好 ・文化 の項 目で は20歳代 ， 30歳代，40歳

代に 分 け ， 妊 娠 ・分娩 ・育 児に つ い て は 各分娩 ご

と に 調査 した ．また ， ア ン ケ ー ト調査 に 際 し母子

健康手帳 の 持参を依頼 し ， そ の 記載内容 に つ い て

も検討 した．母子 手帳 の 同収率は，第 1子 71．3％，

第 2子 74．2％ ， 第 3 子 63．4％で あ っ た．

　 3．分析項 目

　 1）各症例 の SMI の 点数 （ユ00点満点）を70パ ー

セ ン タ イ ル で 区切 D，51点以 kの 更年期障害群 と

50点以 下の 対照群 の 2 群 に 分類 し た．次 に SMI

の 10項 目 を，
A ）血 管 運動 神 経 系症 状 （症 状  

〜  ， 46点満点），
B ）精神 ・神経系症状 （症状 

〜  ， 4〔〕点満点），
C）運動 ・神経系症状 （症状  ，

  ，14点満点）の 3 細 目に分 け （表 D ， 総得点で

の 分類法 と同様各細 目の 点数 を70パ ーセ ン タイ ル

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3

表 2−3　 妊 娠・分 娩 に つ い て の ア ン ケ
ー

ト調査
．
表 （その

　 3）

IE 出 産倹 の 体 調 （出産 後 1 ヶ 月 ころ ま
．
C’）　 ｛第 1〜5子 を別 ”？に圓答 〕

　   良かった　 　 　   悪か った　 　 　   f明

LT 口乳を あげ て い た期 間 〔混合 も含む1　〔第 1 〜5 子 を別 々 に回 答）

　   LZとん ど ttし 〔ltn 未 満〕　 　   3h．n 頃 ま で 　 　   6 ヶ 月頃 まで

　   6 ヶ 月以上　　 　 　 　 　 　　 　  不明

1S．出庠後 の 月経の 再開 〔第 1〜5 子を別 々 に回答〕

　   6 ヶ 月以 内 　 　 　   6 ヶ 月
、1 年 　 　 　   1年以 上

　   月経再開前に次 の 了．を妊娠した　　 　 　 　 　  不明

1ヨ 出産後 の 就業の イ」無 と r・供 の 世 話 〔簗 1 〜5 子を別 々 に 回答｝

　 ig．1 出産隆 （ア
・
供が 3 歳く らい に なる こ ろま で に ） の 就業 の 脅

’
無

　   仕事をして い た 　　 　   して い なか った　　 　   不明

　 IV−！．仕事 を して い た 方 の み

　 そ の 間 の ．i・供 の 世 話 は ？

　   主 に 夫婦 〔自分と夫） で して い た 。　　　   キ に 両親や 身内 の 人に頼んだ 、
　   1．に保育 園 や

べL一ン v タ
ー

を利用 した 。  ．モ．の 他 〔　　　　　　　　 1
　   不明

ID 妊 娠 弓 ｝娩 ・育児に 「）い て の 感想 〔第 1 子 、第 2 ：P以降 を別 々 に同答 ）

　 ！o−［．自壬娠 ・　i｝娩1よ ・　・　7
　 　   大変 うれ し い 経験だ った e　 　   どち らか と言 えば 、うれ しい 経験 だ った 。
　 　   うれ し い 経験 で は な か ワた 。　   不 明

　 2fl−： 夫、自分 の 親 、夫の 親 の 反 1さは …　　 （別々 に囘 答）

　 　   喜ん で くれ た．　　 　   あ ま Dg ／．で くれ な か った．　　   無関心

　 　   か え っ．．［ 嫌が られた ．　   不 明

　 20−3k −、自分の親 、夫の親 の 協力 〔別 に々回 答）

　 　   協力 的 だ 勹 た 。　　 　　 　　   あ ま り協力 的で なか っ た ．，
　 　   全 く協 力 して くれな かりた。　   ．協 力で きな V」・・丿た　 　 　   不明

　 〜O．司 授 乳 や育 児は
…

　 　   や りが い の ある 、充 実 した経験 だ った 。
　 　   どち らかと言 え ぱ 、E’U一した経 験 だった．
　 　   充実 L た経験 だ o た とは い fiな い 。
　 　   不明

　 ！e−5．子哄 に つ い て …
　 　   育児に は人憂手がか かった ．　　　　   思ったほ ど手はか か らなかった ．
　 　   どち らともい えない ．　　 　　　 　   不明

　 コ
　 ！O−G．最初 の 出 産の 時 の 医師 に 対するあ なた の 印象は ？

　 　   良い 印象だ った 。　 　   悪 い 印象だった 。　   なん ともい えな い 。　   不明

　 ：O−「．最 初 の 出 E の 時 の 助．駈婦
・
有護嬬 二 対す るあなた の 印thtt？

　 　   艮い 印敦だ った e　 　   悪 い 印象だった e　   な ん とも い えな い v　   不明

で 区切 り，
A ）21点以上 ，

　 B ）20点以 上 ，
　 C）ll点

以 上 で あ っ た 者 を更年期障害群 と し
，

こ れ ら の 条

件 に満た な い 者 を対照群 と した．各調査 項 目に つ

い て SMI 全体 と 3細 日で 統計学的検索 を行 い
，

検定 に は Fisher’s　exact 　 testお よび κ 験 定 を用

い た ．

　2） 1＞で 行 っ た統計処理 に よ り有意差 の み られ

た調査 項 目を 中心 に ， 何らか の 関連性が予 想 され

る数項 目を任意 に選択 し て 多変量解析 （主成分分

析
fi）7，） を行 い ，妊娠 ・分娩 と更年期障害 を関連 づ

け る因子 を明 らか に した ．

　　　　　　　　　 研究結果

　1．各項 目に お け る更年期障害群 と対 照群 と の

比較

　SMI の 平均値 は 35．2± 23．1（Mean ± SD）点で ，

51点以 1：の 症例 は 43例 あ り全体の 29，9％を占め て

い た．SMI 総得点 ［T ］， お よび SMI の中で血管

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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表 2−4 妊 娠・分 娩 に つ い て の ア ン ケート調 査表 （そ の

　 4 ）

2D−e．．チ侠か ら手 が艦 れて ．自 分の時閻を持てる よ うになったと思った の は

　 　 い つ 頃 で す か ？

　   子供 が小学 校 に行 く よ うにな 7 た頃 　   子供 が中学 校 に行 くよ うにな うた 頃

　   子 供 が高校 に 行 くよ う に なった頃　　　  千供が大学生になってか ら

　   子供 が就職 してか ら　　　　　　　   子供 が績婚 して か ら

　   まだ手が離 れ ていない　　　　　　　  そ の 他 〔　　　　　　　　　 ｝

2D．i3 子 供 か ら 手 が 離れ て 自分の 時 間 を持 て る ようにな った時 、ど の よ うに感 じま した か ？

　   目的を失 o た よ う で 、寂 し く感 じ た．　  こ れ か らが 自分の人 生だ と感 L た ．
　   特 に 何 も感 じ なか った ．　　　　　　   ま だ手が離れ て い な い 。
　   そ の 他 〔　　　　　　　　　　　　　　　　　）

表 3　身体的既 往 お よ び現 症（J）お よ び 社会環 境，嗜

　好・文化 （ll）に お い て ， 更年期 障害 群 と対 照 群 の 間で

　 統 計 学 的 有 意 差 の あ っ た項 凵

（1）

項 　 　目 T A B C

母子 手帳か ら　 （第 i〜3 子〕

1 妊 娠 し た ときの年 齢 （満｝　　　　　　　 〔　　　 歳）

：妊 娠初 期の状 態

　 2−】．健診時 期 （　　　 ヶ 月 〕

　 2−1．体重　 　　 〔　 　 Lf ）

　 ！
．
1．浮腫　 〔  1：一：1・  ヒ レ   田

・
  1＋一】・  〔＋＋＋1・  祀 載無 L〕

　 ：−1．蛋白尿 （  1：．：・  因
・
  1＋1・  ［＋＋］

・
  ［＋・＋1・  記 戟無 し〕

　 寉一i．収縮期血圧 〔Q〕16DrmHgLX 上
・
 
．lqo−15加 囗ilボ   11emH ［P／下

・  記 載な し）

］ 妊婦健診

　 3−L 旺婦健診 を受 けた回 数 　　　〔

　 3．！．収縮 期血E 　　C］SOmmllE以上

　 3．］．尿蛋 白 〔＋＋1以 上 （　　　　 回 l

　 J−4 浮腫　 i＋・］以 E 〔　　　 回冫

　 3−5．最後 の 健 診時 期 と俸里 　時期 〔　　 tr月＞

4．お産 の 記事

　 d−1 出産 時期 　 　 　 〔　 　 ヶ月 1

　 杷 陣痛発来 の 状況　 〔  自然 ・  人 工い

　 司．≡ 分娩 　 　 　 　 　 1  正常
・
  異常 （

　 1−4 産科手術　　　　 〔  無 し
・
  有 O 軋

51 か月健診 時 の産婦 の状 態

　 5−1 体重 　 　 　　 　 　 （　 　　 Ls 〕

　 」
・2 授乳 　 　 　 　 　 （  母乳

・
  人工

・

G 新 生児の 記事

　 G．1 子 ど も の 数 〔  ひ と り ・  ふ たこ ・
　 E．：．体重　 ひ と り　 〔  1．5mORL］上

・
　 E．］．「’　　 ふ た こ 　（  1．5DOg以上

’
　 i．a．　 r／　　 み つ ご 　（  ：．　soetL） 1二・
　 S・S 特記事 項　 　　 〔  な L，・  あ り

．
：

回｝
回 〕　〔ヒ4D−159mcH9

規 則的 月経 周期 （3 歳代 ）

月経 時の 障害 （3C）歳代）

潰瘍 性疾 患

乳 腺疾患

婦人 科手術

p ＜ 〔〕，‘レ5p ＜ 0．〔」5　 p ＜ 〔）．05　 N ．S．

P ＜ 〔）．〔〕5P ＜ 0．0】　 N ．S．　　 N ．S．

P く 0．⇔5 　 N ．S，　　 N 、S．　　 N ．S，

Pく 〔｝」）5　 N ．S．　 p く 0 ．Ol　 N ．S ．

p ＜0」）5p ＜ 0，05　 N ．S．　 p ＜ （LO5

〔［〉

項 　　 目 T A B C

体重 〔　　 tt ）

  記 載な し）

  混合 ・  記曜無 し 〕

回 〉

・  記載な し）
・  祀 載 な L 〕

離 婚歴 あ り

流産回数

喫 煙 （20歳 代）

飲 酒 （2（戚 代）

飲 酒 （30歳 代〉

食 事 ・甘 い 物

ス 「ドーツ （3〔）歳f弋）
職 業

p く 0．D5　 N ．S．　 p 〈 0．05　 p く 〔LO5

p く 0．〔レ5 　p く 〔｝．〔）1　p ＜ 〔［．Ol 　pく ｛）−05

p ＜ 〔1，05　 N ．S、　 p ＜ 0．05　p ＜0．05
N ．S，　 p ぐ O．05　 N．S．　　N ．S．
N ．S，　 P く：0．Ol　 N ．S．　　 N ．S．

P く O ．〔15　 N 、S．　　 N．S，　　 NS，．

P く e ．05　 N ．S．　 P＜ O ．〔｝5　 N ．S．
N ．S．　 　 N ．S．　 　 N ．S．　 　 N ．S、

  三 つ 子以 上
・
  記載 な し〕

伽 ．川 一一2．1e ヨ9 ・  ：、000eS 満）

  1、Doo−：．　agge ・  ：．OOOs 未濁

  1、oロ．｝一一z．　d99：・　e）：．　oeOs 未濁
　 　 　 　 　 　 　 ：1）

T ： SM 置総 得点 ，　 A ：∫tlLff運 動 伸経 系症 状 群，　 B ：精 神 ・神
経系症状 群，C ：運動 ・神経 系障害群，　 N ．S．：有意差 な し

表 4　 妊 娠 ・分 娩 ・育児（1＞お よ び 母 子健康手 帳か ら の

　記載 （H）に お い て 更年期障害群 と対照群 の 間 で 統計

　学的有意差 の あ っ た 項 目

（1）

項 　 　 目 ユ A B C

運動神経系症状 ［A ］， 精神 ・神経系症 状 ［B ］， 運

動 ・神経系症状 ［C］に お け る更年期 障害群 と対照

群に つ い て ，統計学的有意差の 認 め られた項 目を

表 3〜 4 に示 した． また ［T ］に お い て ， 2群間で

有意差の あっ た 項目で の 実際の 成績（例数 と％ ）を

表 5 に 示 した．な お ， 総得点で は対照群 に 入 るが

3細 目で は更 年期 障害 群 に 分類 さ れ る 実数 は ，

［A ］で 12名 （8．3％）， ［B］で 5 名 （3。5％）， ［Cl

で l／名 （7．6％） で あ っ た．

　1）身体的既往 お よび現症 （表 3（1））

　 月経歴 に お い て 3 歳代の 月経が規則的で あ っ た

こ と が ， ［T ］と ［A ］［B］の 更年期障害群で 有意

に 高頻度 に み られ ， 月経時障害が 強か っ た こ とも

「T ］ と ［A ］の 更年期障害群で 有意に 出現頻度 が

高 か っ た．既往歴で は胃 ・十二 指腸潰瘍な どの 潰

瘍性疾患 ， 乳腺疾患 ， 婦人 科手術 の 既往の ある対

象が ， 更年期障害群で 有意 に多か っ た．

出産後 の 体調 （第 2 子）

母乳 の 期間 （第 3 子 1
出産 後 の 月経 〔第 1子 〉

出塵 後 の 月経 〔第 2 子〕

子供 の 世話 （第 ユ子）

授孚L〒守児 o）や りカ£ L1

医 自巾の 口J象

助産 婦省護婦 の 印象

P＜ O ．（レ5P く‘レ．〔〕5　 Pく O．05　 P ＜ D．〔〕5
N ．S．　 p く｛｝．〔〕5　 N ．S．　　N 、S．
N ．S．　 P ＜ 0．05　 N ．S、　　 N ．S、

N ．S．　 p ぐ 0 ，05　 N ．S、　　 N ．S．
N ．S，　　 N 、S，　 P く 「）』5　 N 、S．

　N ．S，　　 N ．S．　 p く 0．〔lt
−
｝ p く 0．（）5

p く 0．〔）1　 N ．S．　 p く 0．〔15　 N 、S．

p く   ．〔〕5　 N ．S．　 p 〈 〔1．01　 p ぐ 0．05

〔u ）

項 　 　 目 五 丶 B
．
U

浮腫 （第 2子 ）

蛋白尿 （第 2 ’f ）

陣痛 発 来〔第 2 子 ）

陣痛発来 （第 3 子）

分 娩異 常 （第 3 子 ）

産 科手 術 （第 1 子 ）

産科手術 （第 3 子）

p ＜ 0．05　 N ．S．　 p く 0、05　 p 〈 Cl．05
N ．S，　 P＜ D」15　 N ，S，　　N ，S，

　N ．S．　 p ＜ 0』 5　 N ．S．　 　 N ．S、
N ．S．　　N ．S．　 p く U．D5　 N ．S 、
N ．S．　 P 〈 0．Ol　 N ．S．　　 N ．S，

p ＜、O．05　 N ．S，　　 N ．S．　　 N ．S，
N ．S．　 Pく D．05 　 N ．S．　　 N ．S．

2）社会環境や 嗜好 ・文化 に つ い て （表 3（n））

離婚経験者が 「T ］と ［B ］［C］の 更年期障害群

N 工工
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で 有意 に 多 く， 出産 に 至 らなか っ た妊 娠 （流産）の

同数 も ［T ］や 3 細 日す べ て の 更年期障害群で 有意

に 多か っ た。 また ， 20歳代 で の 喫煙 が ［T］と ［B］

［C］で の SMI ス コ ア高値群に 有意に 高頻度 に み

られ ， 20歳代 や 30歳代で 飲酒 しな か っ た 者が ［Al

で の更年期障害群 に 有意 に 多か っ た．甘 い 物 を好

まない こ とが ［T］， 30歳代 で ス ポーツ を し て い な

か っ た こ とが ［T］と ［B］の 更年期障害群で有意

に高頻度 に み られ た 。こ れ に対 し職業 と吏年期障

害発症 の 関連性で は ， 妊娠 ・分娩 ・育児 ・
それ以

後 の全期間 を通 じ， 常に働 い て い た群 と全 く働か

なか っ た群 と の 間 に 有意差が な か っ た．

　3）妊娠 ・分娩 ・育児に つ い て （表 4（D ）

　 こ の 項目で の 検討で は ， 第 2 子 出産後の 体 調が

悪 か っ た と感 じて い る者 が ， ［T ］と 3 細 目す べ て

の SMI 高値群 で 有意に 多か っ た．そ の ほか に は ，

医師や助産婦 ・看護婦に 対す る印象が悪か っ た こ

とが ， ［T ］や ［B ］の更年期障害群で 有意 に 高頻

度に み られた ．また ， 第 3子 出産後授乳 しなか っ

た こ と
， 第 1 子 や 第 2 子出産後 6 カ 月以 内 に 月経

が再開 した こ とが ， ［A ］の 更年期障害群で有意 に

高率に み られ た ．第 1子 出産後 に夫婦や身内の 者

だ けで子供の面倒 をみた こ と が ［B］で ， 第 2 子以

降の 授乳や 育児 に充実感 が少な か っ た こ とが ［B］

と ［C］の更年期障害群で それ ぞ れ有意 に 出現 率が

高か っ たが ， ［T ］で は差 が み られ なか っ た．また

里 帰 り分娩の 有無や 出産 時の 家族 の 反応 の 程度 に

は ，有意差 は み られ なか っ た．

　 4）母子健康手帳 か ら の 検討項目 （表 4（H ））

　全22項 目申で ， 第 2 了妊娠中に浮腫が み られ た

者が ［T ］と ［B ］［C ］の SMI 高値群で 有意 に 多

く， 第 2 子妊娠 中に 蛋白尿が み られ た者や第 2 子

以降の 陣痛の 発来 に分娩誘発法 を受 けた 者 ， そ し

て 第 3子分娩 が異常だ っ た者が
， ［A ］の 更年期障

害群で 有意 に 高率 に み られ た．第 1了出産時 に何

ら か の 産科手術 を受 けた者 は ［T］の 更年期 障害群

で ， 第 3子以降の 出産時 に 産 科手術 を受 けた者は

［A ］の 更年期 障害群 で有意 に 多か っ た ．

　 2．主成分分析 に よる多変量解析

　更年期障害の 発症 に 影 響す る因子 間で の 総合指

標 の 存在 を確認す る 目的で
，

1．で 有意差の み ら れ

た調査項 目を中心に ， 何 らかの関連性が予 想 され

る 数項 目 を任意 に 選択 し 主成分 分析
6）η を行 っ た ．

　1）妊娠 ・分娩時の 異常 と SMI （図 1（D ）

　流産 ・死 産の 回数 ， 第 1子 妊娠 中の 蛋 自尿や高

Jfil圧 の 出現 ， 第 1子 出産時の 産科手術の 有無， 分

娩時 の 新 生 児体重，の 5 変 数 よ り主成分 分析 を

行 っ た．そ の 第
一

主 成分に お け る固有値 は 1．312，

固有ベ ク トル の 標準化偏回帰係数絶対値 も 4変数

で 0．4以 上 を示 した た め
， 第

一
主成分は妊娠 ・分娩

時の 異常の 総合指標 と して 妥 当 と考 え ら れた ．そ

の 主成分 ス コ ア と SMI との 相 関関係 を ピア ソ ン

の 相 関係数 で 求 め る と ， ［T ］［A ］「C］で 有意 な相

関が み られ た．したが っ て
， 妊娠 ・分娩時 の 異常

は ，更年期障害発症 に影響 を及ぼ す可能性が強 い ．

　 2）内分泌因子 と SMI （図 1（H））

　月経周期 が 30歳代 で 規則 的だ っ た こ と， 月経時

障害が 30歳代で 強か っ た こ と，婦人科手術や 乳腺

疾患の 既往 が ある こ と ， 出産 回数 ， 出産 に 至 らな

か っ た妊娠 （流産）の 回数 ， の 6 変数を用 い て 主成

分分 析を行 っ た．そ の 第
一

主 成分 は ， 固 有値 が

1．458， 4変数の 固有ベ ク トル 偏回 帰係数絶対値は

（1）　　　 第
一
主成分

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 主成 分 ス コ ア とSMIの 相 関

　 　 　 　 固 有値 1．312
　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　相関係数 　

＊ pcO・01 ＊ ＊ PくO・02

　　　　変数 　　　 固 有ベ ク トル
0，35　　　　　　　　　

＊

　　　 1）流 死 産 回 数　 0．089 　Q．3　
＊

　 ＊ ＊

　　　2）蛋 白尿 （第1子 1 。・5。3 °

ま1
　　　 3）高血圧 〔第 1子）　−0．4050 ．15

　　　4）産科手術【第1子｝
−0．390eP61

　　　 5）新生 児体重　　O．650　 0
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 T　 A 　　B 　　C

（H ）

1）月鯛 期（・・歳代｝ … 23 °81
2）月経 時 障害 〔30歳 代）0．4060 ．25
3＞婦 人科 手術既往　0，592 　 0，2
4＞乳腺 疾 患既 往 　　0．5530 ・15
5）出産騰 　 ・・166 愚
6）流産 回 数　 　 　 　 　 　 　 一〇．386
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0

第一主成分　　　主 成 分ス コ ア とSM1の 相関
固有値　1・458　　　相 関 係数 　　　　＊ P ＜ o．oo1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊

変数　　　　固 有ベ ク トル O・4　　　　　　　　＊

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊

T 　 A 　 　B 　 O

図 1　 妊娠・分娩時の 異常 （1） お よ び内分泌因 丁
一
（H＞

　 と更年期障害 と の 関連性 （主成分分析）

　T ；SMI 総得点，　A ：血 管運勤神経系症状群，　B ：精

　神 ・神経系 症 状群，C ：運 動 ・神経系 障害 群
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．

O．38以上 とな り総合指標 と して 適 当 と判断 され ，

こ の 指慓 を内分泌因子 と し た ．こ の 主成分 ス コ ア

と SMI と の相関関係 を検討す る と ， 図 1（II）に 示

す よ うに 「T 」「A］ ［Bl ［Cl の 群で 有意 な相関 が

み ら れ，更年期障害発症に 及ぼ す 内分泌因 子の 明

ら か な関与 が み られた ．

　 3）性格 ・心理的因子 と SMI （図 2（1））

　出産時の 医師の 印象が悪か っ た こ と，出産時助

産婦 や看護婦の 印象が 悪か っ た こ と ， 授乳 ・育 児

の 充 実度が低 い こ と ， 30歳代で ス ポーツ を し て い

な か っ た こ と ， 育 児 に 大変手が か か っ た 印象 の あ

る こ と ， の 5変数 の 間で 主成分分析 を行 っ た．第

一一主成分の 固有値 は 1．874， 固有ベ ク トル 偏回帰係

数絶対値 も 5 変数す べ て で O．3以 上 を示 し ， 総合指

標 として 妥当で あ り こ の指標 を性格 ・心理的因一f

と した．そ の 主成分 ス コ ア と SMI の 問の ピア ソ

ン の 相関係数を求め 統計学的検討 を行 う と ， ［T ］

［A ］［B」「C」の す べ て の群 で 有意 な相関が み られ

た．したが っ て更 年期障害発 症に 対 し， 性格 ・心

理 的因子 の有意 な影響が 確認 され た．

　 4＞社会的環境 因子 と SMI （図 2（H）〉

　出産時核 家族で あ っ た こ と ， 出産回 数 と流産 回

数 ， 出産後仕事 に 就 い て い た こ と ， 第 1子 出産 時

！l｝

（且〕

　 第
一主成 分　　　　主 成分 ス コ ア とSMIの 相関

　 固有値 1．874
　 　 　 　 　 　 　 　 　 相関係数 ＊ pcO ．DO1 ＊ ＊ p〈0．05

　 変数 　 　 固有ベ ク トル o・45
。 　 ＊

1｝医師 の 印象 　 O ・457
。曝

2）助産 婦看護婦 印象 O、527 　0．3　　
＊ ＊

3＞授 乳 育児や りがい ・、325
°

ま1
4）ス ポ

ー
ツ 〔・。就 〕 °・435 °

b
’

．1
5）育 児 の 感想　 　 　 　 　 　 　 O、465　0．05
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 T　 A　 B　 C

第一主 成分

固有値 1．318　　 主成 分 ス コ ア とSM1の 相 関

変数　　　　 固有ベ ク トル 　相 関係 数

1）出産時 家族構成　一〇．400 　
0・4

2）出産 回数 　　　 0．0アO　o．3
3＞流 産 回 数 　　　　O．134
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．2
4）出産後 就業〔第 1子｝

−0，660
5）夫 の 協 力 〔第 1子 ｝　O ．396 　 D．1
6）自分親 協 力（第 1子｝O．474

T　 A　　B　 C

図 2　 性 格 ・心 理 的 因 子 （1）お よ び社会的環境因
一
r （H）

と 更年期 障害 との 関連性 住 成分分析）

夫 の 協 力が得 られ た こ と，同様 に 自分の 親 の 協力

が 得 ら れ た こ と ， の 6 変数間 で の 主成 分分析 を

行 っ た．第
一・

主成分 の 固有値は 1，318，
4 変数の 固

有 ベ ク トル 偏 回帰係数絶対値が 0、39以上 を示 し総

合指標 と し て適 当 と判断 さ れた ．こ の 指標 を社会

的環境 因子 と し， 各主 成分 ス コ ア と SMI と の 相

関関係 を検 討す る と有意 な相 関 は み ら れ な か っ

た ．よ っ て妊娠 ・分娩 ・育児 を取 り巻 く社会的環

境因 子は ， 史年期障害の 発症 に は影響 しな い と考

え られ る．

　 そ の 他， い くつ か の 変数間で 主成分分析 を行 っ

た 結果で は ， 若 い 頃の ラ イ フ ス タ イ ル や既往歴 を

総合指標 と した場合 に は ， 更年期障害 と は有意 な

相関は み られ な か っ た．

　　　　　　　　　考 　 　察

　性成熟期か ら中高年期 へ の 移行の 時期に 当た る

更年期 に は ， 卵巣 を中心 とした 内分泌機能 を初 め ，

身体全般 に 加齢 に 伴 う機能低下 が 急速か つ 著明 に

現れ ，
こ れ に続 い て更年期障害 と して 種 々 の 症状

が 出現する．こ れ ら症状 の種類，程度 ， 持続期聞

に は大 きな個人差が み られ る こ とか ら ， こ の 発現

機 序に は単 に 身体機能 の 変化の み で な く ， 多 くの

要因が 関連 して い る こ と は 明 ら か で あ る ．更年期

に 至 る ま で 人生に お い て イ ン プ ッ トさ れ た ス トレ

ス 要因 に起因す る心理 的 ・身体的な症 状 ， 障害の

rlコ で 潜在 し て い た もの が ， 更年期 に お け る ホ メ オ

ス ター シ ス の 乱れが 契機 とな っ て 顕性化す る 叮能

性が あ る．中で も女性に と っ て 最 も重大 な出来事

で あ る妊娠 ・分娩 ・産褥 ・育児 で の 経験 に は ， そ

の 後 に迎え る更年期の 生活の 内容 を左右す る因子

が 含 まれて い る と考 えられる．本研究で は 以上 の

観点 に 立 っ て ， 妊 娠 ・分娩 ・授乳 ・育児が 直接妊

産褥婦 に もた らす産科学 的 ・内分泌学影響や， こ

れ ら を契機 に 生ず る新た な家族 関係や 生活環境 な

どの 心 身に 対す る社会的環 境因子 に 注目 し検討 を

行 っ た．また，妊娠 ・分娩 と い う経験 を通 して浮

き彫 りに さ れる性格 や心理的側 面の 変化が ， 更 年

期障害 の発症 を予知 で き る か 否 か に つ い て も検討

を加 えた．

　 多彩 な症状が 含 まれ る 更年期障害 を客観的 に評

価す る 方法 と し て
， 本研 究 で は SMI を用 い た．
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表 5　 SMI 総得点 ［T］ で の 更年期障害群 と対照群の 間で ， 有意差 の あ っ た各項目 とそ の 成績

　 （実数 と％ ）

月経周 期 〔30歳代1 P⊆005 　 　 離 婚 歴

月経時障害 （30歳代）

1堕い

ロ 等度

弱い

〔｝内 ％

PイUD5

詮⊃鑑
流 産回数

　 SMI＞ 50

（更年 期 障 詈群 〕

　 7（167 〕

pcO．05

　 　 卩く005 　　 出産 後 の 体誤 〔第 2子 ）

弸 匳
　 　 〔｝thtC

　 　 　 　 　 医師の 印象 〔第 1 子）

SMI≦ 50

〔対 照群 15

〔 4．9）

36（35．3）
ら1（59．B）

19〔a52 ）

16（381 ）

潰煽性疾患 の 殿往

け 内 ％

Pく囗 05

SMI≦ 50　 　 　 　 SM1＞ 50

〔対 照 群 ）　　 峺 年 期障害醐

あ り 8（7．81．−i　 鏨彑．4 ｝

　　　　　　　 3ヨ（7851な し 94〔922 ）

乳 腺疾患 の既往

．
［〕Pt？：
PくOQ 〜

SMI≦50
（対照斟〕

一一　　　　　　．
　　 SMI＞5Q
　（更年澑阻害群》

あり 8（！9、 ．一一一．一．．一．
な し

　9（8．Bl− 一一
93（9 ：．2＞ 34 〔8 ：0＞

婦人科手 術の 既往 　　　　　　1濫

，鯲縢鋼
　 　 　 　 　 　 廴納 ％

　 　 P（o ロ ら

覊 誕
糴 3｝」
　　瓣

り「
し

あ

濠

SMI≦ 50　　　　　−． ゜・9 ± ° 9

］SM1＞ 50
一一
1．ヨ士 11

SMI≦50
〔鰐照群 ｝

　 5Mi＞ 50

〔更 年期 障害騁｝

　 艮か っ た．一一一．一一一． 　 21 （500 ）一．
喫煙 〔20歳代 ）　 　　　　　 　　　　　 p．o．05 悪 か っ た

SM1≦ 50

〔対照群｝　　　一
　 SMI＞ 50
（更年 期障害斟〉一．一一『
　　8σ 9．0｝

ど ち ら とも

　 い えな い　一一．i一鹵r」

68 〔694 ）

　 9〔 9．2）

21（21．4）
　．．．＿．齟

　 （第 1 子〕

　　 11 （26．2）

　　   D〔23．8 ）

h．．
　　　吸 っ た．．一一．一一一一

吸わな 」、
　　 7（69 ）一一． ．−
　 95 （93 ．1）

一一 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔｝内％

助産蝿
・編 護陽 の 印象　　　　　　 　　　　　　　 卩くODS

食 專 の 嗜 好 〔甘 い もの ）

34 〔81．o）　　−
　　　　o 内％

　　　　P‘OD5
SMI≦ 50

〔対 照 群 ）

　 SMi＞ 50

〔更 年期障 害群 〕　　　一一
SMI≦ 50

（対照群）

　 SMI）・50
〔更年 期晴害 9勤

71 （74．0 ）　　　　−
9〔9．41　　−一一一
16 〔i6．7〕

　　 22 （51．2）一．
　　　7 （163 ）　．一一 一一一一
　　14 〔326 ）好 きだ った　　　．． 　　 25 〔5BD−．．一一一．一一

良 か っ た　　　一．．
悪か っ た　　一．

どちらとも

　 い えな い嫌いだ ⊃ た

ア0（693 ）．一一
5（50 ）　　一．

26〔25．7）
8〔18．6）

どち らで もない 10（23．3〕
．一
〔）内 ラ6P

婦 05〔｝内霧　　 浮踵 〔第 2 子妊娠時）
ス ポーツ 〔30 歳 代l　　　　　　　　　　 pくOD5 　 SMI＞50

〔更年期障害群）r「．、　SMI≦50
（対照群）

　 SMI＞ 50
使 年瓔障 害醐

SM1≦ 50
（対照群）

59（92．2）
517 ．81　　して い た　　　　一一

し て いなか った上♪ 8幌 4）

43 （42．5〕、．．一
．一一

　　 10（233 ）−
　　33 〔767 〕閲一皿1一

　 （
一
｝《 ± 〕

　　⊂＋ ）以⊥．

産 科 手術

　23〔85．2｝　　　　　　　．一一
　　4（14．8〕　一．．．一

．　．
　　の 内 ％

⇔ 内 ％

P《o．05
SMI≦ 5

引 　
SMI＞ 5°

（対照 群 〕　　　　　　　 （更 年 期 障 害 群）

あ り 2Z（306 ｝ 　　   6〔53．3）一一． 一．
な し 5Q（694 ） 14〔46、ア｝

〔｝内％

［T 」の 多少 に よる更年期障害全体 の 重症 度 を判 定

する と と もに ， 主 な病態 に 関係づ け て
，
A ） 血管運

動神経系症状，B ）精神 ・神経系症状，　 C）運動 ・

神経 系症状 の 3 細 目に分 ける こ とに よ り， 各症 例

の 特殊 1生を表わす こ とが で き る．

　 そ の 結果 を解析す る と，  ［T］と 3細目す べ て

で 更年期障害群 の 頻度が有意 に高 い 項 目，   IT1
と ［Al ， 又は ［A］だ け に 有意差が み られ る項 目，

  ［T ］と LB1， 又 は ［B ］だ け に 有意差が み られ

る項 目，の 3 群 に分 け られ た．  は月経の 周 期性

と流産回数 ， そ して出産後の体調 の項 目で あ り，

  は月経時の 障害 ， 婦人科手術 の 既往，飲酒 を し

な か っ た こ と，母乳の 期間や出産後の 月経発来，

妊娠中の 蛋 Q尿，分娩異常や産 科手術あ り， の 項

目で あっ た．  と  に含 まれ た項 目は 内分泌や産

科学的因子 を 多 く含み ， 主 と して 身体的要 素 と深

く関連 して い る．こ れ に対 し  は，乳腺疾患の 既

往 ， 離婚歴 あ り， 喫煙経験あ り，
ス ポーツ 経験 な

し （30歳代）， 身内で の 子供 の 世話 （第 1 子），授

乳 ・育児の充実度 が低 い こ と， 医師や助産婦 ・看

護婦の 印象の 悪 さ な どの 項 目か らな り ，     に 比

し ， 身休的 よ りも精神的性格 的婆素の 表現 とい え

よ う．そ こ で ，
こ れ を明 確化す るた め主成分分析

を行 っ た ，

　主 成分分析は ， 多数の 変数 を要約 して そ の 総 合

指標を作 り出す統計学的于法で ある
6）7 ）。こ の解析

に よ り多数 の調査項口か ら ， 妊娠 ・分娩時の 異常 ，

内分 泌 因子 ， 性格 ・心理 的因 子 ， 社 会的環境因子

と い う四 つ の総合指標 と ， SMI と の 相関 を分析す

る こ と が で きる．こ れ らの 総合指標 の 中で ， 内分

泌 因
．1r一

と性格 ・心 理 的因子 は 特に SMI と強い 相

関が み られ ， 前者は ［T ］と ［Al で
， 後者 は ［T ］

と ［B ］で 高 い 相 関係数 を示 し て お り ， こ の 指標の

妥 当性 は 明 らか で ある．妊娠 ・分娩時の 異常 に つ

い て も，LT］と ［A ］「Cl の 各 SMI に 高 い 相関が

み られ たが ， ［B］と は有意な相関は な か っ た．こ

の 結果 よ り更年期障害の 発症 に は
， 過去 の 妊娠 ・

分娩時 に 出現 した何 らか の 異常が影 響す る とと も
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8 妊娠 ・分娩 と更年期障害 日産婦誌48巻 1号

に
， 妊娠 ・分娩 の背景因子 で ある内分泌因子 も密

接な関連性 を もつ こ とが明 らか と な っ た．SMI は

Kupperman 指数
8｝に比 べ

，
エ ス トu ゲ ン 分泌 に影

響 を受 けや す い 血管運動神経系症状 に重点 を置 い

た 配点 とな っ て い る こ と も
4 ）5 ｝

， 更年期障害 と内分

泌因子 と の 間で 高い 相関 を示 した
一

つ の 原因 と考

え られ る．

　今回 の分析で特に 注 目され る こ とは ， 性格 ・心

理的因子 と更年期障害 との強 い 相関性 で ある．こ

の 調査 で は ， 精神心 理 的素因 が あ っ た た め に 妊

娠 ・分娩が異常に な っ た か否か に つ い て は判断が

難 し い が
， 妊娠 ・分娩 ・育児 とい う大 きな精神的

肉体的負荷が患者の 性格 ・心理 を浮 き彫 りに し ，

そ こに将来更年期障害を発症 しやす い 心 理 的素因

を見出す こ とは可能 と考 えられ る． したが っ て ，

妊娠 ・分娩 ・産褥 の 管理 に 当た る医療従事者 は ，

単 に母子 の 身体面で の変化に とらわ れ る の み で な

く ， 精神 ・心理 面 を も十分に配慮 して妊産褥婦 に

接す る べ きで あ り， 性格 ・心理 的に何 ら か の 問題

点が 見 出さ れ た 女性 に 対 す る早期 の メ ン タ ル サ

ポー
トが ， 更年期障害発症の 予防に も結 びつ くと

考 え られ る．

　 本調査で は 社会的環境因子 と更年期障害 との 間

に 明 らか な 関連性 は認め られ ず ， 当初 の 予想 と相

反 す る結果 とな っ た．そ の 原因 と して ， 対象施設

が関連 して い る可能性が考 え られる ．すなわち今

回の 対象が ， 東京都心部の 大学病院や検診施設 を

訪れ た ，
ほ ぼ 同 じ時期 に分娩 を経験 した更年期女

性 で あ り， また社会的階層 に 大 きな差異が み られ

な い 同様 な環境 下 に あ っ た こ と が 原因 の
一

つ と考

え られ る．社会的環境因子 ある い は ラ イ フ ス タ イ

ル の 更年期障害 へ の 影響 を探究するた め に は ， 対

象 を広 げ種々 の 階層 ・地域や さ ま ざ まな年代 の 女

性 に対 して も調査が必要 と考 えられる．

　調査 結果 の 解 析 ・統 計処 理 に は，東京医科歯科大学難治

疾患 研究所社会 医学研 究 部門 （疫学）・出 中半 三 教授 お よ び

横山徹爾先生 に ご尽力頂い た．また，東京都管工 業組合診

療所艮
・
高橋正名先生，三 楽病院産婦人 科部 長 ・木 村好 秀

先生，同健康管理 科長 ・山 田 　薫先生，東京 医 科 歯 科 大 学

医学部保健衛生 学 科 お よび東京大 学 医学 部付属 助産婦学校

学生 の 皆 さ ん に ご協力頂い た．

　 本 研 究 は，平 成 5年 度 お よび 平 成 6 年 度 厚 生 省 心 身 障 害

研究「妊 産婦 を と りま く諸要 因 と母子 の 健康 に 関す る研究」

と して 実施 さ れ ， そ の 要 旨 は研究報告書 に 発表 さ れ て い る．

また，研 究 の
一

部 は 第 9 回 更 年 期 医 学会 に て 発 表 した．
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